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高知県教育委員会 会議録 

令和２年１０月定例委員会 

場所：教育委員室 

 

（１） 開会及び閉会に関する事項 

開会 令和２年１０月２１日（水）１４：０５ 

閉会 令和２年１０月２１日（水）１５：２０ 

 

（２）教育委員会出席者及び欠席者の氏名 

 出席者    教育長        伊藤 博明 

教育委員       平田 健一 

教育委員       中橋 紅美 

    教育委員       木村 祐二 

         教育委員       永野 隆史 

        教育委員       森下 安子 

 

（３）高知県教育委員会会議規則第８条、第９条の規定によって出席した者の氏名 

  高知県教育委員会事務局 教育次長（総括）     髙橋 慎一 

       〃      教育次長         高岸 憲二 

〃      教育次長         長岡 幹泰 

〃      参事兼人権教育・児童生徒課長  黒瀬  渡 

       〃      教育政策課長       菅谷  匠 

〃      教職員・福利課長     国則 勝英 

〃      小中学校課長       武田 浩志 

〃      教育政策課課長補佐    泉  千恵 

〃      教育政策課教育企画担当チーフ  三谷 玲子（会議録作成） 

       〃      教育政策課主任指導主事  小島 丈晴（会議録作成） 

 

 

（４）議事の大要及び教育長等の報告の要旨 

【冒頭】   

  教育長      １０月定例委員会を開催する。 

教育次長（総括） （提案説明） 

 教育長      付議第１号及び第２号は、個人の情報を含む議案のため、その他の

事項は、個人の特定につながる情報が含まれるおそれがある項目の

ため、非公開の取り扱いとしたいが、賛成の委員は挙手をお願いす

る。 

 各委員      全員挙手 

教育長      それでは、付議第１号及び第２号、その他の事項を非公開の取扱い

とする。 
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【専決処分報告第１号 令和２年度高知県一般会計補正予算に係る意見聴取に関する専決 

処分報告                   （教育政策課）】 

○教育政策課長 説明 

○質疑 

平田委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平田委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 （補正一覧の）12番の項目（緊急連絡網の構築等）だが、これが双方向

でできるようになれば、生徒の学校への欠席連絡など、非常に効率的な学

校運営ができるようになると思う。これくらいの経費で全校生徒を対象に

できるということに少し驚いているが、もう少し具体的に教えてもらいた

い。 

 

 具体的に民間等でこういったサービスが提供されているので、見積りも

踏まえて、６ヵ月分、330 万円余りの予算を計上している。民間サービス

を活用した場合、委員の言うように欠席連絡もそうだし、学校から送った

情報を見たかどうかの既読の確認もできる機能がある。民間サービスには

いくつかの選択肢があるが、こうした金額のもとで、こうした機能を有し

たものとしてできるようになっている。 

 このことについては、今まさに文部科学省からの通知やハンコの廃止に

ついての報道等もあるが、保護者との連絡の手段にあたって、デジタル化

を推進するということもある。また、こうしたことを継続していくために

は、来年度以降も一定の予算が必要になってくるが、まず６ヵ月分につい

ては、計上している予算において、ご指摘いただいた対応は図れる状況で

ある。 

 

 こういったことができるようになれば、働き方改革にもつながっていく

と思う。これは小中学校においても同じではないかと思う。朝（の時間帯）

はパニックになるくらい電話があり困る学校もあるようにも聞いている。

ぜひこれがうまく軌道にのるように、事業を実施していただきたいと思う。 

 

 現在、高知市においてもこうした取組を進めているように聞いている。

先ほど言ったように、政府全体でもデジタル化を進める中で、保護者から

書面でのハンコを取らないというような通知がまさにきているところなの

で、しっかりとサポートしていきたいと思っている。 

 

 現在校務支援システムが入っており、クラスごとに生徒の情報が年度当

初に入ってくるので、それに連絡先を紐付けながらやると年度終わりにク

ラスが変わるときに、前の情報が残ったままになって大変なことになると

いうことにはならない。校務支援システムの連携をうまくやって、学校側

がクラス編成をすれば、その段階で連絡システムが年度当初にできあがり、

年度末には一度自動的に廃止になるというような連携をした方が実際には
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平田委員 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

各委員 

教育長 

やりやすくなる。そのあたりがどのようにできるか、これから発注に向け

て高等学校課と話をしていきたいと考えている。学校単位、学年単位、ク

ラス単位での通知、または県立学校全体への通知が各層においてできるは

ずである。いちいち年度初めに名簿を集めて、年度終わりに廃止している

と、大変な作業になる。そこを混乱なくやっていこうとすればやはり校務

支援システムと連携してデータを取り出してやっていくことになると思

う。そのあたりについて気をつけて見ていきたいと考えている。金額につ

いては少し高いように思うので、少し精査していきたい。平田委員が想像

されるような便利さができあがると考えている。 

 

 ６ヵ月でこの額なら、個々の生徒にと考えると、そんなに高いものでは

ないかと思った。 

 

 校務支援システムは一つのシステムで、県立学校 40数校がつながってい

るが、各クラス情報から紐付けて連絡先を一つ作っておけば、変わる度に

毎年毎年、親から連絡をもらうことなく、新しいグループで更新していく

というような連携になると思うし、そうしていかなければ手間がかかって

大変になるので、高等学校と詰めていきたいと考えている。 

 

 

専決処分報告第１号の承認を求める。賛成する委員は挙手をお願いする。 

全員挙手 

専決処分報告第１号を承認する。  

 

 

 

【付議第１号 令和２年度高知県児童生徒表彰（前期）受賞者の決定議案（教職員・福利課）】 

○教職員・福利課長 説明 

○質疑                                 【非公開】 

 

 

 

教育長 

各委員 

教育長 

 【非公開議案】 

 

 

付議第１号の議決を求める。賛成する委員は挙手をお願いする。 

全員挙手 

付議第１号を原案のとおり議決する。  
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【付議第２号 令和２年度教職員等表彰受賞者の決定議案       （教職員・福利課）】 

○教職員・福利課長 説明 

○質疑                                 【非公開】 

 

 

 

教育長 

各委員 

教育長 

 【非公開議案】 

 

 

 付議第２号の議決を求める。賛成する委員は挙手をお願いする。 

全員挙手 

付議第２号を原案のとおり議決する。  

 

 

 

【その他 損害賠償の額の決定に関する議案（９月定例教育委員会付議第３号）の補足説明 

について                          （小中学校課）】 

○小中学校課長 説明 

○質疑                                 【非公開】 

永野委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

教育次長 

 

事務局 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

永野委員 

 職員の公用車の利用については、教育長にもご尽力いただいて、公用車

も増えているとの報告を聞いたが、まだ私有車を使わなければならないの

か。 

 

 中部教育事務所が動く範囲が最も広いということで、今年度１台購入し

ていただいた。現在、事務所は、東部と西部は２台、中部は３台で稼働し

ているのだが、それでも足りない現状がある。そういった中で、今回のよ

うな事故があったので、所長会等でも事故に気をつけるようにという話を

しながら、私有車が必要な場合に限って、使用を認めている。その際に、

自賠責保険に入ることは当然のことだが、最初に、私有車を公用車扱いに

して、所長、中部では次長が、行き先や使用目的を確認して決裁している。 

  

 小中学校課は何台か。増えているのではないか。 

 

 小中学校課所有は２台である。また、場合によっては、教育長優先車を

借りたり、他の課の所管分も含めて使用予定のない公用車があれば、使用

したりしている。 

 

 公用車を使うという原則の中で、やりくりしてもらっているが、どうし

てもやむを得ない場合は、私有車を公用車の扱いにするという形にならざ

るを得ない。まずは、公用車を優先して使用してもらうようにしているが、

どうしても足りないということになれば、来年度予算に向けて、挙げてい

けばいいと思う。 

 

 以前は課で持つことになると、課の予算から削られるので慎重だった。 
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教育長 

 

木村委員 

 

教育長 

 

木村委員 

 

教育長 

 

 

木村委員 

 

教育長 

 

事務局 

 

 

木村委員 

 

 

 

 

平田委員 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 ランニングコストが増えるということもあるだろうが、１台でも増える

とありがたいことである。 

 

 この事故があった時からでいうと、（教育委員会で）９台増えている。 

 

 個人の車なので、県で補償しなければならないということになるのか。 

 

 そうである。 

 

例えば、レンタカーなどの場合はどうなるのか。 

 

 レンタカーの場合は、そこで入っていればその保険を使うことになるの

ではないだろうか。 

 

 今回のような県が賠償しなければならないということはないか。 

 

 公用でレンタカーを借りて、保険まで入るだろうか。 

 

 レンタカーを公用で借りるとしたら、恐らくレンタカー会社の保険にな

ると思う。 

 

 車を買うというのも一つの方法だと思うが、維持費もかかるので、そう

いう面も考えると、レンタカーを必要に応じて使うという方が、むしろ効

率的なやり方になるかもしれない。個人の車を使うよりはるかにリスクが

少ないのではないだろうか。 

 

 レンタカーの方が安くなりそうだ。ただ、私の現職の頃は、レンタカー

は認められていなかったと思う。 

 

 出張で県外に行ったときに使わなくてはいけないということはある。例

えば、東日本大震災の際に、直後に現地を視察することになると、現地で

レンタカーを借りないと動かない。そうした時の旅行命令の中にレンタカ

ーを使うということはあっただろうが、通常の業務の中で、レンタカーを

使うためには、その仕組みを作らないといけない。その都度、見積りをも

らって、契約をしてという作業をしていたら、出張の手続きが難しい。リ

ースで車を借りるということは時々あるが、その場合、任意保険はどうし

ているのだろうか。 

 

リース会社がかけているのではないだろうか。 
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教育長 

 

 

 

 

 

 

木村委員 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

平田委員 

 

教育長 

 

平田委員 

 

 それなら、その任意保険でいけるということだろう。県教育委員会で配

置する公用車は、買い取りでもリースでもよいという話はしている。 

 総務委員会でも、保険のかけ方について、色々と工夫ができるのではな

いか、もっと安くかけられる方法があるのではないか、研究するようにと

言われたので、総務部と検討するとお答えしており、総務部と話をさせて

いただく。 

 

 高知県ではまだまだ一部しか進んでいないが、福岡県など都会に行くと、

30分だけのレンタルなど、タクシーに乗るくらいの費用で借りることがで

きる。そういったことが、高知でも多分広がってくると思うので、費用対

効果を考えると、そちらを選択するのも、選択肢の一つとしてはあるかも

しれない。それができないルールならば難しいと思うが。 

 

 逆にこのあたりに１、２台そういう車を置いてくれると、非常に稼働率

がいいので、制度さえ考えればすごく良いと思うが、制度が追いついて行

かないかもしれない。議会では採決をいただいたので、報告する。 

 

 職員の方は元気に勤務しているか。 

 

 元気に勤務している。 

 

 それはよかった。きっとプレッシャーがあったと思う。 

 

 

※その他の事項は、個人の特定につながる情報が含まれるおそれがある項目のため、会議時   

 は非公開としていたが、質疑中に該当する内容がなかったため、質疑内容は公表する。 

 

 

（５）議決事項 

 

専決処分報告第１号       原案どおり承認 

付議第１号及び第２号      原案どおり議決 


